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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バスシステムの少なくとも１つの加入者における少なくとも１つのプログラム中断を発
生させる方法において，
　少なくとも１つの加入者が予め設定可能な時間値を少なくとも１つのメモリに格納し，
その場合に前記時間値は少なくとも１つの進行するベース時間と比較され，前記進行する
ベース時間が前記時間値に達した場合に，少なくとも１つのプログラム中断が作動され，
　前記進行するベース時間が前記バスシステム内の全加入者のために存在している時間で
あることにより，前記時間値が所定のプログラム中断時点を定め、
　一つの加入者のローカル時間を有する基準メッセージが，前記バスシステム内において
サイクル時間としての予め設定可能な時間的間隔で伝達されることによって、前記１つの
加入者のローカル時間が前記バスシステムのためのグローバル時間として使用され、
　前記時間的間隔は、前記基準メッセージが伝達される予め設定可能な長さの複数の時間
ウィンドウに分割され、
　前記グローバル時間が前記ベース時間として使用されることを特徴とする，少なくとも
１つのプログラム中断を発生させる方法。
【請求項２】
　前記バスシステムは，ＴＴＣＡＮシステムである，ことを特徴とする請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
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　複数の時間値が１又は複数のメモリに格納され，その場合に，前記各時間値が少なくと
も１つのベース時間と比較されることにより，複数のプログラム中断を順次あるいは同時
に作動させることが可能である，ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　少なくとも１つの時間値と比較される前記ベース時間が、バスシステムについて固定的
に設定されるか，あるいは可変であって複数の異なるベース時間から設定可能である，こ
とを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記プログラム中断を表示するために，前記バスシステムの一般的なインタラプト信号
が発生される，ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記プログラム中断を表示するために，前記バスシステム内で特殊なインタラプト信号
が発生され，前記インタラプト信号によって，時間制御されるプログラム中断と時間制御
されない，事象制御されるプログラム中断の間の区別が可能にされる，ことを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　バスシステムの少なくとも１つの加入者における少なくとも１つのプログラム中断を発
生させる装置，集積回路において，
　少なくとも１つのメモリと第１の手段が設けられており，
前記第１の手段によって予め設定可能な時間値が少なくとも１つのメモリに格納され，
第２の手段が設けられており，前記第２の手段は前記時間値を少なくとも１つの進行する
ベース時間と比較し，前記進行するベース時間が前記時間値に達した場合に，少なくとも
１つのプログラム中断を作動させ，
　一つの加入者のローカル時間を有する基準メッセージが，前記バスシステム内において
サイクル時間としての予め設定可能な時間的間隔で伝達されることによって、前記１つの
加入者のローカル時間が前記バスシステムのためのグローバル時間として使用され、
　前記時間的間隔は、前記基準メッセージが伝達される予め設定可能な長さの複数の時間
ウィンドウに分割され、
前記グローバル時間が前記ベース時間として使用される、ことを特徴とする、請求項１～
請求項６のいずれかに記載の方法を実行する少なくとも１つのプログラム中断を発生させ
る装置。
【請求項８】
　少なくとも２つの加入者と，バスシステムの少なくとも１つの加入者において少なくと
も１つのプログラム中断を発生させる手段とを有するバスシステムにおいて，
　少なくとも１つのメモリと第１の手段とが設けられており，前記第１の手段によって，
予め設定可能な時間値が少なくとも１つのメモリに格納され，
　第２の手段が設けられており，前記第２の手段は，時間値を少なくとも１つの進行する
ベース時間と比較し，前記進行するベース時間が前記時間値に達した場合に，少なくとも
１つのプログラム中断を作動させ，
　一つの加入者のローカル時間を有する基準メッセージが，前記バスシステム内において
サイクル時間としての予め設定可能な時間的間隔で伝達されることによって、前記１つの
加入者のローカル時間が前記バスシステムのためのグローバル時間として使用され、
　前記時間的間隔は、前記基準メッセージが伝達される予め設定可能な長さの複数の時間
ウィンドウに分割され、
　前記グローバル時間が前記ベース時間として使用される、ことを特徴とする、請求項１
～請求項６のいずれかに記載の方法を実行するバスシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，独立請求項に記載されたバスシステムの少なくとも１つの加入者においてプ
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ログラム中断を発生させる方法，その装置及び対応するバスシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　通信システムを用いて制御装置，センサ技術及びアクチュエータ技術をネットワーク化
することは，近年において，現代の車両を組み立てる場合，あるいは機械製作，特に工作
機械領域又は自動化においても急激に増加している。その場合に，機能を複数の制御装置
に分配することによるシナージー効果を得ることができる。その場合に問題になるのは，
分配されたシステムである。種々のステーション間の通信は，ますますバスを介して行わ
れるようになってきている。バス上の通信，アクセス機構と受信機構及びエラー処理は，
プロトコルを介して制御される。通信接続との組合わせにおいて，以下で加入者と称され
る制御装置，センサ及びアクチュエータのバス固有のエレメントは，以下でバスシステム
と称する。
【０００３】
　車両領域内のプロトコルとして，ＣＡＮ（コントローラエリアネットワーク／Ｃｏｎｔ
ｏｒｏｌｌｅｒ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）が定着している。これは，事象制御される
プロトコルであり，即ちメッセージの送信のようなプロトコルアクティビティは，その起
源を通信システムの外部に有する事象によって開始される。通信システムあるいはバスシ
ステムでの一義的な対応付けは，優先順位ベースのビットアービトレーションを介して解
決される。そのための前提は，各メッセージに一義的な優先順位が割り当てられているこ
とである。ＣＡＮ－プロトコルは，極めてフレキシブルである。従って，付け加えるべき
他のノード及びメッセージは，まだ自由な優先順位（メッセージアイデンティファイア／
ｍｅｓｓａｇｅ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）が存在している限り，問題なく可能である。ネ
ットワーク内で送信すべき全てのメッセージの集合が優先順位及びその送信ノード及び可
能な受信ノードと共に，リスト，いわゆる通信マトリクスに格納される。
【０００４】
　事象制御される，自発的な通信に対する代替的な考え方は，純粋に時間制御されるもの
である。バス上の全ての通信アクティビティは，厳格に周期的である。メッセージの送信
のようなプロトコルアクティビティは，バスシステム全体に有効な時間の進行によっての
み作動される。媒体へのアクセスは，送信者が排他的な送信権を有する時間領域の割当て
に基づいている。プロトコルは，余りフレキシブルではない。新しいノードの付加は，そ
の前に既に該当する時間領域が自由になっている場合にのみ可能である。この状況は，駆
動開始前に既にメッセージ順序を決定しておくことを強制する。従って，ラン計画が形成
され，そのラン計画は繰返しレート，冗長性，デッドラインなどに関するメッセージの要
請を満足させなければならない。いわゆる「バススケジュール」が問題となる。送信周期
の内部におけるメッセージの位置決めは，アプリケーションと送信時間との間の待ち時間
を最小に抑えるために，メッセージ内容を作成するアプリケーションに調和されなければ
ならない。この調和が行われないと，時間制御される伝達の利点（バスでメッセージを送
信する際の最小の潜在ジッタ）が破壊されてしまう。従って，プランニングツールに，高
い要請が課される。
【０００５】
　特許出願ＤＥ１００００３０２Ａ１，ＤＥ１００００３０３Ａ１，ＤＥ１００００３０
４Ａ１及びＤＥ１００００３０５Ａ１に示されている，時間制御されるＣＡＮ，いわゆる
ＴＴＣＡＮ（Ｔｉｍｅ　Ｔｒｉｇｇｅｒｅｄ　Ｃｏｎｔｏｒｏｌｌｅｒ　Ａｒｅａ　Ｎｅ
ｔｗｏｒｋ）の解決策は，時間制御される通信に対する上述した要請と，所定の程度の柔
軟性に対する要請を満足させる。ＴＴＣＡＮは，これを所定の通信加入者の周期的メッセ
ージのための，いわゆる排他的時間ウィンドウ内と，複数の通信加入者の自発的メッセー
ジのための，いわゆる任意時間ウィンドウ内に通信サイクル（ベーシックサイクル）を構
築することによって満足させる。
【０００６】
　以下においては，バスシステムとしてＴＴＣＡＮネットワークを前提としており，その
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場合に，これは，後の本発明の対象に関して制限的に解釈すべきではない。むしろ，以下
で説明する発明の対象は，他の同様なバスシステムにおいても使用することができる。
【０００７】
　ＴＴＣＡＮネットワークの範囲内で，ＤＥ１００００３０５Ａ１は，バスシステムを介
して接続されている少なくとも２つの加入者間でメッセージ内のデータを交換する方法と
装置を示しており，その場合にデータを含むメッセージが加入者によってバスシステムを
介して伝達され，各メッセージは，含まれるデータを特徴づける識別子を有しており，そ
の場合に各加入者は識別子を用いて，自分がメッセージを受信するかを決定する。その場
合に，メッセージは第１の加入者によって時間的に以下のように，即ち，第１の加入者が
基準メッセージを少なくとも１つの予め設定された時間的間隔でバスを介して繰返し伝達
し，その時間的間隔が予め設定可能な長さの時間ウィンドウに分割され，その場合にメッ
セージが時間ウィンドウ内で伝達されるように制御される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　この種のバスシステムの内部で，加入者において，従ってバスシステムの制御装置，セ
ンサ技術及び／又はアクチュエータ技術において，簡単かつバスシステムに同期させて，
各々のプロセッサの付加的な負担なしで，プログラム中断を発生させる方法と装置を提供
しようとしている。
【発明の効果】
【０００９】
　これは，少なくとも１つの加入者が予め設定可能な時間値を少なくとも１つのメモリに
格納し，その場合に時間値が少なくとも１つのベース時間と比較されて，時間値とベース
時間あるいは時間ベースが一致した場合に，少なくとも１つのプログラム中断が作動され
ることにより，バスシステムの少なくとも１つの加入者において少なくとも１つのプログ
ラム中断を発生させる方法と装置及びバスシステムによって達成される。従って，好まし
い方法で，プログラム中断，従っていわゆるインタラプトが時間制御されて作動される。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　その場合に，好ましい実施形態においては，プログラム中断あるいはインタラプトの作
動は，バスシステムに同期される。これは，好ましくは時間ベースあるいはベース時間と
して，バスシステム自体の中に存在する時間が使用されることを意味している。その場合
に，バスシステムは，好ましくはＴＴＣＡＮネットワークあるいはＴＴＣＡＮシステムで
ある。
【００１１】
　その場合に，好ましくは，ベース時間又は時間ベースは，３つの時間あるいは時間ベー
スの１つ，ローカル時間，サイクル時間あるいはバスシステムのグローバル時間に相当す
る。その場合に，好ましくは各加入者はローカル時間あるいはローカル時間ベースを有し
ており，その場合にベース時間あるいは時間ベースは，各々加入者のローカル時間に相当
する。同様に，加入者のローカル時間がバスシステムのためのグローバル時間として使用
され，加入者はバスシステムのいわゆるタイムマスタとして機能し，ベース時間又は時間
ベースがこのグローバル時間に相当すると効果的である。
【００１２】
　さらに，バス内でメッセージが次のように，即ち，加入者の基準メッセージが予め設定
可能な，サイクル時間としての時間的間隔で伝達され，その時間的間隔が予め設定可能な
長さの時間ウィンドウに分割されて，その時間ウィンドウ内でメッセージが伝達され，そ
の場合にベース時間がサイクル時間（バスサイクル）に相当するように伝達される場合も
，同様に効果的である。
【００１３】
　その場合に，好ましくは，複数の時間値が１又は複数のメモリに格納され，その場合に
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各時間値が少なくとも１つのベース時間と比較され，それによって複数のプログラム中断
を順次あるいは同時に作動させることができる。
【００１４】
　好ましくは，ベース時間は少なくとも１つの時間値と比較するために，バスシステムに
ついて固定的に予め設定され，あるいは可変であって，特に複数の異なるベース時間から
予め設定することができるように使用される。
【００１５】
　プログラム中断あるいはインタラプトを表示するために，バスシステム内に初めから存
在している，一般的なインタラプト信号が発生されるか，あるいはプログラム中断を表示
するために，好ましくはバスシステム内で特殊なインタラプト信号が発生されるので，こ
のインタラプト信号によって時間制御される，本発明に基づくプログラム中断と，時間制
御されない，例えば事象制御されるプログラム中断との間の区別が可能にされる。
【００１６】
　従って，本発明は，特に自立したＴＴＣＡＮプロトコルコントローラが，特にＴＴＣＡ
Ｎネットワークに同期され，かつプロセッサに依存しない，時間制御されるインタラプト
を生成することができるような一般的な方法を説明する。
【００１７】
　即ち，自動化内，車両内あるいは他の箇所の，ネットワーク化された制御装置内で，従
って分配されたシステム内で，プログラム中断あるいはインタラプトがネットワークの複
数のノード内で，特にバスシステム内の加入者において，同時に生成することができ，あ
るいは通信ネットワーク，特にＴＴＣＡＮのクロックのみから導き出され，プロセッサの
クロックからは導き出されないインタラプトを生成することができる。
【００１８】
　従って，本発明において説明される方法は，プログラム中断時点のより正確な調節と，
バスシステム，特にＴＴＣＡＮネットワークの複数のノードにおける時間的に等しいイン
タラプトあるいはプログラム中断を許す。従って，特にＴＴＣＡＮネットワーク又は同様
のバスシステム内で，種々のノード及び／又は加入者において，同時にインタラプトが作
動され，そのために特殊なメッセージを送信する必要はない。まさにＴＴＣＡＮネットワ
ーク内で，ＴＴＣＡＮレベル２内で自動的に校正され，かつプロセッサクロックに依存し
ない，グローバルタイム，従ってバスシステムのグローバル時間に関するインタラプトを
作動させることもできる。
【００１９】
　他の利点と好ましい形態は，明細書及び請求項の特徴から明らかにされる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下，図面に示す図を用いて，本発明を詳細に説明する。
【００２１】
　本発明の対象は，時間値がメモリあるいはレジスタ内で予め設定されて，その時間値が
バスシステム，特にＴＴＣＡＮの自立したプロトコルコントローラの時間ベースあるいは
ベース時間と比較されることに基づいている。時間ベースが，レジスタ内の時間値によっ
て予め設定された値に達した場合に，インタラプトあるいはプログラム中断が作動される
。その場合にインタラプトは，一般的なインタラプト信号によって表示され，あるいは時
間制御されるインタラプトのための特殊な信号によって表示される。
【００２２】
　そのために，図１は，少なくとも２つの加入者１０５と１００を有する通信接続１０４
を示している。その場合に加入者とみなされるのは，制御ユニット，センサ技術及び／又
はアクチュエータ技術を通信接続１０４あるいはバスシステムと接続するために用いられ
るバス固有のモジュールである。その場合に，加入者１００は，インターフェイスモジュ
ール１０１を介して通信接続あるいはバス１０４と接続されている。その場合に，加入者
１００は，上記と同様な制御装置全体，通信接続あるいはバス１０４へ結合するための集
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積回路，特にプロトコルコントローラとすることができる。インターフェイスモジュール
１０１の他に，例えば処理ユニット，プロセッサ及び，特にレジスタバンクとして形成さ
れているメモリユニット１０３が含まれている。加入者１０５は，加入者１００と同様に
集積回路としての単純なモジュール，特にＴＴＣＡＮネットワーク内のプロトコルコント
ローラ又は制御装置あるいは計算ユニットである。
【００２３】
　ＩＣ１０５内にも，インターフェイスユニットあるいはインターフェイスモジュール１
０６，処理ユニット，特にプロセッサ１０７及びメモリ１０８が含まれている。加入者１
００あるいは１０５の時間ベースあるいはベース時間は，選択的に同期可能なタイミング
ジェネレータによって定められる。このタイミングジェネレータは，モジュール１１５の
ように，加入者自体の中に自由に含めることができ，あるいはモジュール１１６とプロセ
ッサ１０２によって示されるように，プロセッサに内蔵することができる。従って，かか
るタイミングジェネレータ１１５あるいは１１６は，各々のバス加入者１００あるいは１
０５のローカル時間を設定する。その場合に，タイミングジェネレータとして，カウンタ
あるいはカウンタ回路などを使用することができる。従って，かかるタイミングジェネレ
ータ１１５あるいは１１６は，バスシステムのための時間マスタ又はタイムマスタとして
各々のバス加入者１００あるいは１０５のローカル時間を設定する。従って，タイムマス
タ，従って該当するタイミングジェネレータ１１５によって設定されたローカル時間は，
バスシステム全体のためのグローバル時間又はグローバルタイムとして有効であり，例え
ば基準メッセージによって他のバス加入者へ伝達されるので，タイムマスタのローカル時
間が全てのバス加入者のグローバル時間として存在する。
【００２４】
　ＴＴＣＡＮシステムの具体的な例において，これは，大略，時間制御される周期的な通
信に基づいており，その通信はタイミング発生器，マスタ時間機能を有する加入者によっ
て，時間基準メッセージ又は基準メッセージを用いてクロック制御される。その場合に，
次の基準メッセージまでの周期は，ベースサイクル又はベーシックサイクルと称されて，
サイクル時間，いわゆるサイクルタイムを有している。このベースサイクルは，さらに，
Ｎ－時間ウィンドウ（Ｎ∈自然数：１，２，３・・・）に分割され，その場合に各時間ウ
ィンドウは，異なる長さを有する周期的なメッセージの排他的送信を許可する。その場合
に，この周期的メッセージは，ＴＴＣＡＮコントローラ内で，論理的かつ重要な時間の経
過に結合されているタイムマークを使用して送信される。しかし，ＴＴＣＡＮは，自由な
時間ウィンドウを考慮することも許可し，その場合にこの時間ウィンドウはバス上のアー
ビトレーションの範囲内でいわゆる自発的なメッセージのために利用され，かつＣＡＮに
応じたアービトレーション図式が利用される。従ってタイムマスタのローカル時間をグロ
ーバル時間として個々の加入者の各々の内部のローカル時間と同期させることが考慮され
て，効果的に変換される。従ってＴＴＣＡＮ内には３つの時間，グローバル時間，ローカ
ル時間及びサイクル時間が存在する。従って，ＴＴＣＡＮ内のレベル平面に関して，レベ
ル１では２つのタイムベースが選択される：ローカル時間（ローカルタイム）とサイクル
時間（サイクルタイム）そしてレベル２内ではさらにグローバル時間（グローバルタイム
）が付加される。本発明によれば，これら３つ全ての時間ベースあるいはベース時間は，
時間値と比較するため，そしてそれに伴ってプログラム中断を作動させるために使用する
ことができる。
【００２５】
　上述したように，本方法あるいは装置及び対応するバスシステムは，本発明によれば，
プログラム中断を作動させるための少なくとも１つの時間値が，メモリ，特にレジスタに
時間マークあるいはタイムマークとしてコピーされることに基づいている。そのために，
レジスタバンクとして形成することのできる，いわゆるメモリ１０３あるいは１０８を使
用することができ，あるいは選択的にインターフェイスユニット１１０を介してバスに結
合可能な別体のメモリ１０９を，少なくとも１又は複数の時間値を格納するための中央の
メモリ媒体として使用することができ，それによってインタラプトを作動させるために，
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この時間値を各々ベース時間と比較することができる。
【００２６】
　例えば通信接続，従ってバス１０４を，内蔵された他のプロセッサ１１４を有する制御
装置１１３と接続する，内蔵された処理ユニット１１２を有するインターフェイスモジュ
ール１１１も，同様に選択的である。時間比較によるインタラプト作動の機能性は，この
特殊な場合においては，同様にインターフェイスモジュール１１１自体によって知覚する
ことができ，そのインターフェイスモジュールは１又は複数の時間値を，作動させるべき
インタラプトあるいは作動させるべきプログラム中断に従って制御装置の内部のメモリ，
例えば１１７，あるいは中央のメモリ１０９及び詳細には図示されていない，可能なイン
ターフェイス内部のメモリに格納する。
【００２７】
　その場合に，メモリは，内部構造を有しているので，複数のメモリ領域を使用すること
ができ，あるいはレジスタ構造を有しているので，例えば，複数の時間値を並列に，ある
いは順次格納して，プログラム中断時点を定めるために，複数のレジスタを使用すること
ができる。
【００２８】
　個々の時間値を各々ベース時間と比較するために，使用されるベース時間あるいは時間
ベースは，例えば上述した３つのローカル時間，サイクル時間又はグローバル時間の１つ
からインタラプトを作動させるために選択することができ，あるいは所定のメモリ又はレ
ジスタ領域に固定的に対応付けて，一般的にバスシステム全体内でインタラプトを作動さ
せるために固定的に設定することができる。
【００２９】
　図２を用いて，インタラプト作動までの具体的な処理シーケンスを再度説明する。その
場合に，ブロック２００において，方法の開始が行われる。ブロック２０１においては，
プログラム中断を作動させるための時間値が各メモリに格納されて，必要に応じて設けら
れている場合には，該当する時間ベースが時間値と比較するために設定され，あるいは選
択される。その後，１０２の判断ブロックにおいて，時間値が該当する時間ベースと比較
される。これは，例えば，時間ベース値が時間値あるいはタイムマークＴＭと比較される
ことによって行うことができる。所定の時間ベースを選択するために，他の値ＴＭＣが使
用され，その値はサイクル時間，ローカル時間又はグローバル時間に従って，１，２ある
いは３のように，異なる値を有する。各々の時間ベースを選択するために，かかるインジ
ケータを使用する場合には，このインジケータを，ＴＭＣが例えば０のような所定の値を
有する場合にのみ，時間値レジスタ従ってタイムマークレジスタの書込みを許可するため
に使用することもできる。
【００３０】
　時間ベースと時間値が等しい場合，即ち，進行している時間ベースが時間値に達した場
合に，ブロック２０３においてインタラプトが作動される。その場合に，かかるインタラ
プトの作動は，例えばタイムマークインタラプト値ＴＭＩの他の値をインタラプトレジス
タ，特にＴＴＣＡＮの場合にはＴＴインタラプトベクトルレジスタに書込むことによって
表すことができる。各々時間ベースの選択に従って，かつインタラプト範囲に応じて，選
択的に個々の加入者に，全ての，即ちバスシステム全体の加入者に至るまで，プログラム
中断を供給することができる。これは，特に，時間値，時間ベース及びインタラプトの対
応付けに関係するだけでなく，メモリの対応付けによって表示することもできる。即ち，
例えば加入者の内部のメモリに時間値をローカルに格納することで，この加入者のための
ローカルなインタラプトをもたらすこともできる。
【００３１】
　中央のメモリ，例えばメモリ１０９を使用する場合には，時間値，時間ベース及びイン
タラプト範囲の正確な対応付け，従ってその加入者がいつプログラム中断を受けるかを，
設定しなければならない。かかるタイムマークインタラプト値又はＴＭＩ値は，バスシス
テム全体，この場合においてはＴＴＣＡＮネットワークに作用することもできる。即ち，
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例えばＴＴ－ギャップ－コントロールレジスタ内のタイムマークギャップ値によって，タ
イムマークインタラプト，従って書き込まれたＴＭＩ値がアクティブになることによって
，次の基準メッセージが開始されるか，あるいはＴＭＩ情報が各基準メッセージによって
自動的にリセットされるかを決定することができる。
【００３２】
　ブロック２０３のインタラプトの作動と，上述したプロセスの後に，ブロック２０４で
処理の最後に達する。当然ながら，ブロック２０２の比較において，時間値と時間ベース
がまだ同じ値を有していない，即ち，時間ベースが時間値にまだ達していないことが明ら
かにされた場合には，一方では，この比較をさらに判断することができ，あるいは他方で
は選択的に打切り条件２０５を介在させて，システムのハングアップを防止することがで
きる。その場合に，かかる打切り条件によって，特にエラー場合において，比較を迂回し
て，インタラプトの作動なしに直接処理の終了を達成することができ，その場合に，さら
に所定のエラーリアクション又はエラー処理を続けることができる。
【００３３】
　個々のインタラプト信号は，個別に，あるいは組み合わせて表示することができる。こ
のことにより，プログラム中断を発生させる簡単な方法が得られ，その方法はプロセッサ
の負担なしでプロセスクロックに関係なく，かつバスシステムに同期して，時間制御され
るプログラム中断を可能にする。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】グローバル時間及びサイクル時間としての時間ベースあるいはベース時間，ロー
カル時間，ローカルタイム，サイクルタイム及びグローバルタイムを有するバスシステム
と，特にレジスタによる，記憶の種々の可能性を示している。
【図２】プログラム中断を時間制御で生成するための方法の推移を，可能な変形例を含め
て説明するフローチャートである。
【図１】 【図２】
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